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令和２年度環境常時監視測定結果等について

令 和 ３ 年 ８ 月 ２ ０ 日
京 都 府 府 民 環 境 部
環 境 管 理 課
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京都府では、令和２年度における環境常時監視測定結果等を取りまとめま
したので、お知らせします。

１ 大気関係

(1) 大気汚染測定結果 ［添付資料１ページ］

二酸化窒素、浮遊粒子状物質、微小粒子状物質（PM2.5）、二酸化硫黄及び一酸化
炭素については、全局で環境基準を達成。光化学オキシダントについては、注意報発
令は2日で、光化学スモッグによる被害の訴えはなかった。

(2) 有害大気汚染物質測定結果 ［添付資料11ページ］

環境基準が設定されているベンゼン、トリクロロエチレン、テトラクロロエチレ
ン、ジクロロメタンの４物質について、全測定地点で環境基準を達成。

(3) アスベスト大気濃度調査結果注）
［添付資料13ページ］

高濃度（10本／ﾘｯﾄﾙ超過）のアスベストは確認されなかった。
注）京都市域を除く。

２ 水質関係

(1) 公共用水域水質測定結果 ［添付資料14ページ］

健康項目については全地点で環境基準を達成。生活環境項目については、河川
（ＢＯＤ）は全水域で環境基準を達成したが、海域（ＣＯＤ）は閉鎖性水域が多いた
め６水域で環境基準を達成しなかった。

［環境基準の達成状況］（達成水域数／測定水域数）

項 目
年 度

令和元 令和２
健康項目 カドミウム、全シアン等 全地点で環境基準を達成

河川 ＢＯＤ 41／41 41／41
生活環境 全亜鉛・ﾉﾆﾙﾌｪﾉｰﾙ・LAS ８／８ ８／８
項 目 海域 ＣＯＤ ４／７ １／７

全窒素・全燐 ４／５ ４／５
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(2) 地下水水質測定結果 ［添付資料21ページ］

概況調査では２５/２８地点で環境基準を達成。また、汚染が確認された井戸に対
して実施する汚染井戸周辺地区調査では全地点、継続監視調査では３３/５６地
点で環境基準を達成。（なお、基準超過した地下水は飲用に供さないよう指導済み）

(3) ゴルフ場使用農薬水質監視調査結果 ［添付資料23ページ］

府内31ゴルフ場のうち、３ゴルフ場の排水中の農薬調査を実施したところ、検出
された農薬はなかった。

３ ダイオキシン類測定結果

(1) 環境中のダイオキシン類 ［添付資料24ページ］

大気（15地点）、公共用水域の水質（48地点）、底質（20地点）、地下水（19地点）
及び土壌（20地点）で、環境基準を達成。

(2) 発生源のダイオキシン類注）
［添付資料27ページ］

排出ガス及び排出水の測定を行った法対象74施設全てで基準適合。
注）京都市域を除く。

４ 公害苦情の状況 ［添付資料35ページ］

公害苦情は、1,562件で、前年度に比べほぼ横ばい。
（件数）

内訳 典型７公害 典型７公害以外
年度 合計 大気汚染 騒 音 悪 臭 その他 廃棄物投棄 その他
R２ １,５６２ ２２６ ３８２ ２０５ １６６ ２５４ ３２９
R元 １,５５９ ２９４ ３３６ ２０１ １７５ ２４１ ３１２
※本件数について、京都府警察本部への苦情件数は含まれておりません。

※同一人からの同一苦情については、複数回苦情があっても１件として取り扱っております。

５ 自動車騒音調査結果 ［添付資料37ページ］

218評価区間の環境基準達成率は、昼間（午前6時から午後10時）97.6％、夜間（午
後10時から翌日午前6時）96.4％で、ほぼ例年なみであった。

６ 高浜発電所及び大飯発電所に係る環境影響監視結果 ［添付資料39ページ］

調査・監視結果は例年とほぼ同程度で、周辺環境に対する影響は認められなかった。
（「高浜発電所及び大飯発電所に関する環境測定技術検討委員会」からは「周辺環境に
対する影響は認められず、環境安全上問題はなかった。」との助言を得た。）
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１ 大気関係

（１）大気汚染測定結果

ア 測定状況

京都市地域１４局、府中・南部地域１４局、府北部地域５局の計３３局

の測定局において、光化学オキシダント、浮遊粒子状物質等の大気汚染物

質や風向・風速等気象要素の延べ２３０項目について測定を実施した。

（京都市地域は京都市が測定実施）

◆測定局設置状況

地 域 名 測定局数
測定局内訳

一般局 自排局

京 都 市 地 域 １４局 ９局 ５局

府中・南部地域 １４局 １２局 ２局

府 北 部 地 域 ５局 ５局 －

合 計 ３３局 ２６局 ７局

※自排局：自動車排出ガス測定局

◆測定局項目数

項目 光化学オキシダ 風向、風速等の

ント、浮遊粒子 気象要素 計

地域 状物質等の大気

汚染物質

京 都 市 地 域 ７５ １７ ９２

府中・南部地域 ７３ ２８ １０１

府 北 部 地 域 ２７ １０ ３７

合 計 １７５ ５５ ２３０

イ 測定結果の概要

二酸化窒素、浮遊粒子状物質、二酸化硫黄及び一酸化炭素については全

局で長期的評価による環境基準を達成した。

微小粒子状物質（PM2.5）については、長期基準、短期基準とも全局で

環境基準を達成した。

光化学オキシダントについては、令和２年度の注意報発令は２日（令和

元年度は２日）であったが、光化学スモッグによる被害の訴えはなかった。
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市 役 所 ○ ○ × ○

壬 生 ○ ○ ○ × ○

伏 見 ○ ○ ○ ×

山 科 ○ ○ ○ × ○

左 京 ○ ○ ×

西 京 ○ ○ ○ × ○

久 我 ○ ○ ×

北 ○ ×

醍 醐 ○ ○ × ○

自 排 南 ○ ○ ○ ○

自 排 大 宮 ○ ○ ○ ○

自 排 山 科 ○ ○ ○ ○

自 排 上 京 ○ ○ ○

自 排 西 ノ 京 ○ ○ ○

向 日 市 向 陽 ○ ○ ○ × ○

大 山 崎 町 大 山 崎 ○ ○ ×

宇 治 市 宇 治 ○ ○ × ○

城 陽 市 城 陽 ○ ○ × ○

久 御 山 町 久 御 山 ○ ○ ○ × ○

京 田 辺 市 田 辺 ○ ○ × ○

井 手 町 井 手 ○

木 津 川 市 木 津 ○ ○ ○ × ○

南 山 城 村 南 山 城 ○

精 華 町 精 華 ○ ○ × ○

亀 岡 市 亀 岡 ○ ○ ○ × ○

南 丹 市 南 丹 ○ ○ × ○

福 知 山 市 福 知 山 ○ ○ ○ × ○

舞 鶴 市 東 舞 鶴 ○ ○ ○ × ○

綾 部 市 綾 部 ○ ○ × ○

宮 津 市 宮 津 ○ ○ × ○

京 丹 後 市 京 丹 後 ○ ○ × ○

大 山 崎 町 国道171号(自排) ○ ○ ○ ○

八 幡 市 国道１号 (自排 ) ○ ○ × ○

（注）１

　　　　　

２

３

４

５

６

７

光化学
オキシダント

市　町 測　定　局 二酸化硫黄二酸化窒素 一酸化炭素浮遊粒子状物質

令和２年度大気汚染の長期的評価による環境基準達成状況等

  光化学オキシダントについては、長期的評価の方法が示されていないため、昼間時間帯の１時間値（6～20時）
が環境基準を達成していない局を×で示しています。

　二酸化窒素、浮遊粒子状物質、二酸化硫黄、一酸化炭素及び微小粒子状物質については、有効測定局（二酸化窒
素、浮遊粒子状物質、二酸化硫黄及び一酸化炭素については年間の測定時間が6,000時間以上の測定局、微小粒子
状物質については年間有効測定日数が250日以上の測定局）について、評価を行いました。

　精華局は平成27年3月19日に精北小学校からけいはんなプラザ敷地内に移設しました。

　「自排」は自動車排出ガス測定局を示しています。

京 都 市

　京都市内の測定局については、京都市が測定したものです。

　二酸化窒素、浮遊粒子状物質、二酸化硫黄及び一酸化炭素については、長期的評価による環境基準達成を○、非
達成を●で示しています。

　微小粒子状物質については、環境基準達成（長期基準、短期基準ともに満足しているもの）を○、環境基準非達
成のうち長期基準のみ満足しているものを●、長期基準、短期基準ともに満足していないものを×で示していま
す。

微小粒子状物質
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（注） 平成１８年度に一部の自排局の位置を変更。（長岡京局の廃止など）
平成２６年度に精華局の位置を変更。

二酸化窒素年平均値の経年変化
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（注） 平成１８年度に一部の自排局の位置を変更。（長岡京局の廃止など）
平成２６年度に精華局の位置を変更。

浮遊粒子状物質年平均値の経年変化
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二酸化硫黄年平均値の経年変化
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一酸化炭素年平均値の経年変化
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※光化学オキシダントは、窒素酸化物、炭化水素、揮発性有機化合物を主体とする汚染物質が、太陽
光線の照射を受けて光化学反応を起こすことにより発生する二次的な汚染物質ですので、その年の気
象条件に左右され、年により高濃度の発現頻度が増減します。
また、光化学大気汚染は、その汚染メカニズムなど未解明な部分も多いことに加え、オキシダント

濃度の上昇要因の一つとして、広域的な大気汚染の影響も指摘されていることから、国においては、
原因の解明やより効果的な対策の検討を進めるとともに、日中韓との国際的な取組を進めています。
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（注） 平成22、23年度は福知山局及び国道171局（自排）のみ

微小粒子状物質（PM2.5）年平均値の経年変化
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市町 測　定　局 長期基準
年平均値

（μg/m3）
短期基準

日平均値の年間98%値
（μg/m3）

長期基準、短期
基準ともに達成

市 役 所 ○ 9.7 〇 27.0 ○

壬 生 ○ 11.3 ○ 30.0 ○

山 科 ○ 9.9 ○ 26.1 ○

西 京 ○ 10.3 ○ 27.7 ○

醍 醐 ○ 10.8 ○ 27.6 ○

自 排 南 ○ 9.4 ○ 28.5 ○

自 排 大 宮 ○ 10.3 ○ 27.7 ○

自 排 山 科 ○ 8.5 ○ 25.4 ○

自 排 上 京 ○ 9.7 ○ 27.1 ○

自 排 西 ノ 京 ○ 9.7 ○ 27.4 ○

向 日 市 向 陽 ○ 9.9 ○ 27.4 ○

宇 治 市 宇 治 ○ 9.4 ○ 24.8 ○

久 御 山 町 久 御 山 ○ 11.6 ○ 29.6 ○

城 陽 市 城 陽 ○ 10.6 ○ 27.8 ○

京 田 辺 市 田 辺 ○ 9.9 ○ 26.8 ○

井 手 町 井 手 ○ 9.7 ○ 27.3 ○

木 津 川 市 木 津 ○ 10.8 ○ 27.7 ○

南 山 城 村 南 山 城 ○ 8.4 ○ 24.7 ○

精 華 町 精 華 ○ 11.9 ○ 29.6 ○

亀 岡 市 亀 岡 ○ 9.9 ○ 28.1 ○

南 丹 市 南 丹 ○ 10.0 ○ 25.6 ○

福 知 山 市 福 知 山 ○ 9.0 ○ 25.6 ○

舞 鶴 市 東 舞 鶴 ○ 9.5 ○ 24.9 ○

綾 部 市 綾 部 ○ 9.1 ○ 25.5 ○

宮 津 市 宮 津 ○ 8.6 ○ 24.2 ○

京 丹 後 市 京 丹 後 ○ 7.9 ○ 22.3 ○

大 山 崎 町 国道171号（自排） ○ 9.9 ○ 26.3 ○

八 幡 市 国道１号（自排） ○ 11.9 ○ 29.4 ○

環境基準

（注）１　環境基準の達成状況については、長期基準及び短期基準の達成、非達成の評価を各々行い、その上で両者

      ２　長期基準：長期的評価として測定結果の1年平均値について評価します。
　　　３　短期基準：1日平均値の年間98%値を評価します。

微小粒子状物質（PM2.5）測定結果

京 都 市

          の基準を達成することにより評価します。

　　　４　京都市内の測定局については、京都市が測定したものです。

環境基準達成状況

1年平均値が15μg/m3以下であり、かつ、1日平均値が35μg/m3以下であること。
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（２）有害大気汚染物質測定結果

単位：μｇ／ｍ3

元年度結果

最小値 最大値 平均値 平均値

京都市左京区総合庁舎 0.21 1.2 0.58 0.64

久御山 0.36 1.2 0.63 0.63

京都市南部まち美化事務所 0.38 2.0 0.79 0.88

自排局大宮 0.52 1.6 0.94 1.1

自排局山科 0.39 2.1 0.86 0.95

国道１７１号 0.39 0.99 0.61 0.63

国道１号 0.53 1.6 0.81 0.76

京都市左京区総合庁舎 0.016 0.35 0.14 0.19

久御山 0.046 0.96 0.55 0.96

固定発生源周辺 京都市南部まち美化事務所 0.053 3.1 1.7 1.8

京都市左京区総合庁舎 0.027 0.25 0.13 0.22

久御山 0.036 0.20 0.10 0.16

固定発生源周辺 京都市南部まち美化事務所 0.059 1.7 0.73 1.5

京都市左京区総合庁舎 0.47 3.0 1.4 1.9

久御山 0.51 2.1 1.2 1.2

京都市南部まち美化事務所 0.57 4.2 1.6 1.8

　    　有害大気汚染物質とは、低濃度ではあるが長期ばく露によって人の健康を損な
　　　うおそれのある物質をいい、中央環境審議会（平成22年10月）において「有害大
　　　気汚染物質に該当する可能性がある物質」として248物質及び「優先取組物質｣と
　　　して23物質がリスト化されている。
  　　　府では令和２年度、ベンゼン、トリクロロエチレン、テトラクロロエチレン、
　　　ジクロロメタン等の22物質を測定した。

ベンゼン

沿道

3

　　　  一般環境、固定発生源周辺、沿道の７地点で、毎月１回測定を実施した。（京
　　  都市地域は京都市が測定を実施）

トリクロロエチレン

ジクロロメタン

令和２年度有害大気汚染物質環境モニタリング実施結果概要（１）

測定物質名 区分 測定地点
令和２年度結果

環境基準

　　　３　京都市左京区総合庁舎、京都市南部まち美化事務所、自排局大宮及び自排局山科の結果については、京都市が測定したものです。

200

130

（注）１　平均値は、測定結果が検出下限値未満のものについては検出下限値の１／２として算出することとしています。

　　　２　環境基準は年平均値で評価します。

　　　４　１μｇ＝１００万分の１ｇ

    ア  有害大気汚染物質の概要

　  イ　測定地点及び測定回数

　  ウ　測定結果の概要

150

テトラクロロエチレン

　　　　環境基準が設定されている４物質のうち、ベンゼンについては７地点におい
　　　て、トリクロロエチレン、テトラクロロエチレン及びジクロロメタンについては
　　　３地点において、それぞれ全ての地点で環境基準を達成した。

一般環境

一般環境

一般環境

一般環境
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元年度結果

最小値 最大値 平均値 平均値

京都市左京区総合庁舎 0.0020 0.030 0.010 0.0028

久御山 0.010 0.042 0.024 0.019
京都市南部まち美化事務所 0.0020 0.063 0.015 0.0028

京都市左京区総合庁舎 0.64 4.6 2.0 2.2

久御山 1.0 3.6 2.2 1.9

自排局大宮 0.94 3.8 2.2 2.5

自排局山科 0.70 3.9 2.2 2.0

国道１７１号 1.0 2.9 2.0 1.8

国道１号 0.79 3.5 2.0 2.1

京都市左京区総合庁舎 0.00075 0.057 0.012 0.013

久御山 0.0050 0.036 0.014 0.014
京都市南部まち美化事務所 0.00075 0.057 0.012 0.013

京都市左京区総合庁舎 1.1 1.6 1.2 1.5

久御山 1.0 1.3 1.2 1.1
固定発生源周辺 京都市南部まち美化事務所 1.1 1.6 1.3 1.6

京都市左京区総合庁舎 0.13 1.4 0.44 0.45

久御山 0.12 0.36 0.22 0.18
京都市南部まち美化事務所 0.13 0.62 0.31 0.27

京都市左京区総合庁舎 0.027 0.12 0.056 0.064

久御山 0.048 0.13 0.085 0.080

京都市左京区総合庁舎 0.045 0.36 0.13 0.15

久御山 0.064 0.31 0.14 0.13
京都市南部まち美化事務所 0.046 0.34 0.14 0.14

京都市左京区総合庁舎 0.54 14 4.6 7.3

久御山 1.1 12 7.1 13
固定発生源周辺 京都市南部まち美化事務所 1.9 18 9.0 10

自排局大宮 3.1 11 6.1 7.6

自排局山科 1.9 24 7.4 6.0

国道１７１号 0.46 7.1 4.3 6.3

国道１号 1.1 16 11 17

京都市左京区総合庁舎 0.014 0.094 0.036 0.046

久御山 0.014 0.14 0.053 0.059
京都市南部まち美化事務所 0.030 0.21 0.068 0.082

自排局大宮 0.084 0.19 0.13 0.15

自排局山科 0.039 0.27 0.097 0.11

国道１７１号 0.030 0.10 0.058 0.073

国道１号 0.037 0.17 0.072 0.082

京都市左京区総合庁舎 1.8 6.8 4.0 4.0

久御山 0.94 8.4 2.6 2.5

自排局大宮 2.1 5.2 3.6 4.0

自排局山科 1.4 7.1 3.6 3.4

国道１７１号 0.97 3.8 2.2 2.4

国道１号 1.3 7.8 2.8 2.6

京都市左京区総合庁舎 0.15 4.7 1.8 1.7

久御山 0.36 8.7 3.7 2.9

京都市左京区総合庁舎 1.3 2.3 1.7 1.7

久御山 1.4 2.4 1.8 1.9

京都市左京区総合庁舎 0.14 6.0 2.0 1.8

久御山 0.20 4.5 2.5 2.0

京都市左京区総合庁舎 0.045 4.7 1.5 0.55

久御山 0.19 4.9 1.8 0.62

京都市左京区総合庁舎 0.00035 0.020 0.005 0.0056

久御山 0.0024 0.062 0.023 0.010

京都市左京区総合庁舎 0.013 0.33 0.086 0.061

久御山 0.0034 0.36 0.13 0.10

自排局大宮 0.030 0.41 0.14 0.11

自排局山科 0.033 0.46 0.12

国道１７１号 0.010 0.21 0.12 0.10

国道１号 0.015 0.42 0.15 0.13

京都市左京区総合庁舎 0.3 32 11 8.4

久御山 1.8 56 24 15

六価クロム化合物 一般環境 京都市左京区総合庁舎 0.0095 0.072 0.033 0.066 －

　　　２　指針値は年平均値で評価します。

　　　５　単位：アクリロニトリルからホルムアルデヒドまではμｇ／ｍ3、クロム及びその化合物から六価クロム化合物まではｎｇ／ｍ3

－

－

－

－

6

一般環境

マンガン及びその化合物

一般環境

40

沿道

沿道

－

一般環境

－

1.6

ベンゾ[a]ピレン

クロム及びその化合物

ベリリウム及びその化合物

一般環境

一般環境

一般環境

2.5１，３－ブタジエン

25

一般環境

ニッケル化合物

沿道

塩化メチル

2

10

－

18

－

－

沿道

沿道

トルエン

クロロホルム

一般環境

ホルムアルデヒド

　　　４　１μｇ＝１００万分の１ｇ、１ｎｇ＝１０億分の１ｇ

一般環境

一般環境

ヒ素及びその化合物

水銀及びその化合物

（注）１　平均値は、測定結果が検出下限値未満のものについては検出下限値の１／２として算出しています。

１，２－ジクロロエタン

アクリロニトリル

　　　３　京都市左京区総合庁舎、京都市南部まち美化事務所、自排局大宮及び自排局山科の結果については、京都市が測定したものです。

酸化エチレン

塩化ビニルモノマー

測定物質名

アセトアルデヒド

測定地点
令和２年度結果

指針値区分

令和２年度有害大気汚染物質環境モニタリング実施結果概要（２）

一般環境

一般環境

一般環境

一般環境

一般環境

一般環境

一般環境
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（３）アスベスト大気濃度調査結果

ア 測定状況

府内７箇所において、アスベスト大気濃度調査を実施した。

イ 測定結果の概要

全調査地点において、高濃度（10本/ﾘｯﾄﾙ超過）のアスベストは確認さ

れず、全国調査の同一地域分類調査結果と同程度のレベルであった。

（単位：本／ﾘｯﾄﾙ）

地域分類 名称（所在地） 結果

宇治総合庁舎（宇治市） 0.16、0.23

住宅地域 亀岡総合庁舎（亀岡市） 0.11、0.17

峰山総合庁舎（京丹後市） 0.09、0.18

長岡京市役所（長岡京市） 0.14、0.25
商工業地域

中丹東保健所（舞鶴市） 0.10、0.11

国道１７１号（大山崎町） 0.35、0.38
幹線道路

国道１号（八幡市） 0.27、0.28

（注）１ アスベストに係る環境基準はないが、大気汚染防止法の工場の敷地境界線上の基準10本/Ｌがある。

２ 住宅地域、商工業地域及び幹線道路は、従来から定点として調査している。測定は、「アスベスト

モニタリングマニュアル（環境省）」に基づき、１地点あたり２箇所で実施している。

３ 令和元年度 全国調査結果 ：住宅地域 0.040～1.3 本／ﾘｯﾄﾙ

：商工業地域 0.040～0.57 本／ﾘｯﾄﾙ

：高速道路及び幹線道路沿線 0.048～0.93 本／ﾘｯﾄﾙ
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２ 水質関係

(１) 公共用水域水質測定結果

府内の公共用水域の水質汚濁状況を監視するため、河川については６１河

川１０６地点、海域については６海域１９地点で測定を行った。（次ページ

の「河川及び海域の測定地点と環境基準点の水質状況」を参照）

ア 測定結果の概要

(ア)河川

① 健康項目

全項目について全ての地点で環境基準を達成した。

（昨年度と同様）

② 生活環境項目

ＢＯＤ（生物化学的酸素要求量：河川の有機汚濁の代表的な指標）

は、全ての地点で環境基準を達成した。（昨年度と同様）

水生生物の保全に係る環境基準項目は、全項目について全ての地

点で環境基準を達成した。（昨年度と同様）

(イ)海域

① 健康項目

全項目について全ての地点で環境基準を達成した。

（昨年度と同様）

② 生活環境項目

ＣＯＤ（化学的酸素要求量：海域の有機汚濁の代表的な指標）は、

７水域のうち１水域で環境基準を達成した。（昨年度は７水域のうち

４水域で環境基準を達成）

全窒素及び全燐（海域の富栄養化の原因物質）は、５水域のうち４

水域で環境基準を達成した。（昨年度と同様）

健康項目 ：人の健康の保護に関する環境基準項目（カドミウム、全シアンなど２７項目）

生活環境項目：生活環境の保全に関する環境基準項目（ＢＯＤ、ＳＳなど１３項目）
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最も水質がきれいな地点
（BOD年平均値が低い地点）

野田川 堂谷橋（<0.5）
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生活環境項目に係る環境基準達成状況
　　ａ　河川（ＢＯＤ）

地点番号 環境基準点名 類型
75%水質値
(mg/L)

達成状況

6 隠元橋 Ａ 1.1 ○

9 宇治川御幸橋 Ｂ 1.1 ○

20 蛍橋 Ａ 0.5 ○

25 渡月橋 Ａ 0.6 ○

26 西大橋 Ａ 0.7 ○ AA ･･･ １mg/L以下

29 宮前橋 Ａ 0.9 ○ Ａ ･･･ ２mg/L以下

38 寺田橋 Ａ 0.6 ○ Ｂ ･･･ ３mg/L以下

39 神田橋 Ａ 0.8 ○ Ｃ ･･･ ５mg/L以下

40 並河橋 Ａ 1.0 ○ Ｄ ･･･ ８mg/L以下

41 梅津新橋 Ａ 1.0 ○ Ｅ ･･･ 10mg/L以下

44 西京極橋 Ａ 1.0 ○

47 落合橋 AA 0.5 ○

49 京都市・長岡京市境界点 Ａ 0.8 ○

50 小畑橋 Ａ 0.7 ○

51 三宅橋 AA 0.5 ○

53 河合橋 Ａ 0.7 ○

57 出町橋 Ａ 0.5 ○

58 三条大橋 Ａ 0.9 ○

61 京川橋 Ａ 0.7 ○

64 笹瀬橋 Ａ 1.3 ○

65 恭仁大橋 0.8

66 玉水橋 0.7

67 木津川御幸橋 0.7

70 菜切橋 Ａ <0.5 ○

71 二ノ橋 Ｂ 1.9 ○

73 安野橋 AA <0.5 ○

76 山家橋 0.6

77 以久田橋 0.7

78 音無瀬橋 0.7

80 波美橋 0.6

81 由良川橋 0.6

85 和泉大橋 Ａ 0.5 ○

86 黒瀬橋 Ａ 0.7 ○

87 五郎橋 Ａ 0.7 ○

88 八田川橋 Ａ 1.1 ○

89 小貝橋 Ａ 0.8 ○

90 土師橋 Ａ 0.7 ○

92 天津橋 Ａ 0.7 ○

93 宮川橋 Ａ 0.5 ○

100 相生橋 Ａ 0.8 ○

101 第一河辺川橋 Ａ 0.5 ○

107 京口橋 Ａ 0.7 ○

102 六反田橋 <0.5

103 堂谷橋 <0.5

106 荒木野橋 Ｂ 1.1 ○

108 宇川橋 Ａ <0.5 ○

109 新川橋 Ａ 0.5 ○

110 高橋橋 Ａ <0.5 ○

（注）

田原川

桂川上流

桂川下流(１)

環境基準の達成状況の評価は、各水域の環境基準点における、日間平均値の75％水質値が各水域
内の全ての環境基準点について環境基準に適合している場合に、達成（○）とする。

竹野川

宇川

福田川

佐濃谷川

Ａ ○

土師川

牧川

宮川

伊佐津川

河辺川

大手川

野田川

Ａ ○木津川(３)

Ａ ○

犀川

和束川

大谷川

由良川上流

由良川下流

棚野川

高屋川

上林川

八田川

備考

〔類型毎の環境基準値〕

水域名

宇治川(１)

宇治川(２)

桂川下流(２)

弓削川

園部川

犬飼川

有栖川

天神川

清滝川

小畑川上流

小畑川下流

高野川上流

高野川下流

鴨川上流(１)

鴨川上流(２)

鴨川下流

木津川(２)
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（水生生物の保全に係る環境基準項目（全亜鉛・ﾉﾆﾙﾌｪﾉｰﾙ・ＬＡＳ））

全亜鉛 ﾉﾆﾙﾌｪﾉｰﾙ ＬＡＳ

6 隠元橋 0.002 <0.00006 <0.0006

9 宇治川御幸橋 0.003 <0.00006 <0.0006 全亜鉛

桂川上流(１) 21 八千代橋 生物Ａ 0.007 <0.00006 <0.0006 ○ 生物Ａ ･･･ 0.03mg/L以下

桂川上流(２) 25 渡月橋 生物Ｂ 0.002 <0.00006 <0.0006 ○ 生物特Ａ ･･･ 0.03mg/L以下

桂川下流(１) 26 西大橋 生物Ｂ 0.002 <0.00006 0.0007 ○ 生物Ｂ ･･･ 0.03mg/L以下

桂川下流(２) 29 宮前橋 生物Ｂ 0.010 <0.00006 0.0006 ○ 生物特Ｂ ･･･ 0.03mg/L以下

64 笹瀬橋 0.003 <0.00006 0.0014 ノニルフェノール

65 恭仁大橋 0.004 <0.00006 0.0007 生物Ａ ･･･ 0.001mg/L以下

66 玉水橋 0.004 <0.00006 0.0007 生物特Ａ ･･･ 0.0006mg/L以下

67 木津川御幸橋 0.003 <0.00006 0.0008 生物Ｂ ･･･ 0.002mg/L以下

由良川上流 73 安野橋 生物Ａ <0.001 <0.00006 <0.0006 ○ 生物特Ｂ ･･･ 0.002mg/L以下

76 山家橋 0.002 <0.00006 <0.0006 ＬＡＳ

77 以久田橋 0.001 <0.00006 <0.0006 生物Ａ ･･･ 0.03mg/L以下

78 音無瀬橋 0.002 <0.00006 <0.0006 生物特Ａ ･･･ 0.02mg/L以下

80 波美橋 0.001 <0.00006 <0.0006 生物Ｂ ･･･ 0.05mg/L以下

81 由良川橋 0.004 <0.00006 0.0006 生物特Ｂ ･･･ 0.04mg/L以下

（注１）ＬＡＳとは直鎖アルキルベンゼンスルホン酸及びその塩を指す。

（注２）環境基準の達成状況の評価は、各水域の環境基準点における、年間平均値が各水域内
　　　　の全ての環境基準点について環境基準に適合している場合に、達成（○）とする。

木津川下流

由良川下流

生物Ｂ ○

生物Ｂ ○

備考

淀川 生物Ｂ ○
〔類型毎の環境基準値〕

水域名 地点番号 環境基準点名 類型
年間平均値（mg/L） 達成

状況
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　　b　海域（ＣＯＤ）
地点
番号

達成
状況

96 念仏鼻地先

97 楢埼地先

94

95

111 Ａ ･･･ ２mg/L以下

112 Ｂ ･･･ ３mg/L以下

113 Ｃ ･･･ ８mg/L以下

114

115

117

118

119

120

121

122

125

（注）

　　（全窒素・全燐）

全燐

96 念仏鼻地先 0.017

97 楢埼地先 0.016

0.017

94 キンギョ鼻地先 0.011 全窒素

95 恵比須埼地先 0.013 Ⅰ ･･･ 0.2mg/L以下

0.012 Ⅱ ･･･ 0.3mg/L以下

111 江尻地先 0.010 Ⅲ ･･･ 0.6mg/L以下

112 島埼地先 0.017 Ⅳ ･･･ １mg/L以下

0.014

113 野田川流入点 0.038 全燐

114 中央部 0.031 Ⅰ ･･･ 0.02mg/L以下

115 溝尻地先 0.028 Ⅱ ･･･ 0.03mg/L以下

0.032 Ⅲ ･･･ 0.05mg/L以下

122 湾口部 0.024 Ⅳ ･･･ 0.09mg/L以下

125 湾奥部 0.028

0.026

（注） 環境基準の達成状況の評価は、各水域の環境基準点において、表層の年間平均値が全窒素、全燐
ともに環境基準に適合している場合に、達成しているものと判断する。複数の環境基準点をもつ
水域においては、各水域内の全ての基準点について平均した値が環境基準に適合している場合
に、達成（○）とする。

キンギョ鼻地先

恵比須埼地先

江尻地先

島埼地先

野田川流入点

中央部

溝尻地先

栗田湾沖

波見埼沖

鷲埼沖

竹野川沖

久美浜湾沖

湾口部

湾奥部

0.23

○久美浜湾

阿蘇海

宮津湾 Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ

水域内の平均

Ⅱ舞鶴湾(イ)

0.09

0.14

0.12

0.19

0.12

0.14

0.13

水域内の平均

水域内の平均

水域内の平均

0.22

0.24

○

○

×

0.34

0.29

0.24

0.29水域内の平均

水域名

宮津湾

阿蘇海

若狭湾

山陰海岸

年間平均値
（mg/L）

全窒素

0.19

備考類型

環境基準点名
75%水質値
（mg/L）

2.7

2.6

1.9

類型

Ａ

Ａ

Ａ

Ｂ

Ａ

Ａ

Ａ

地点
番号

水域名 環境基準点名

0.19舞鶴湾(ア)

達成
状況

○

舞鶴湾(１)

舞鶴湾(２)

久美浜湾

環境基準の達成状況の評価は、各水域の環境基準点における、日間平均値の75％水質値が各水域
内の全ての環境基準点について環境基準に適合している場合に、達成（○）とする。

〔類型毎の環境基準値〕Ⅱ

備考

×

×

1.6

○

×

1.8

1.8

3.2

4.0

〔類型毎の環境基準値〕

2.2

1.8

2.2

3.8

3.7

3.3

2.1

1.9

×

×

×
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主な河川のＢＯＤ濃度（75％水質値）の経年変化

 　河川の水質は、ＢＯＤを指標とする有機物質による汚濁について見ると、下
水道整備など生活排水対策の進展や法令による工場・事業場に対する排水規制
により、汚濁の著しかった河川においても長期的な改善が続いている。

（注）１つの水域に複数の環境基準点がある場合は、最大値を用いています。（定量下限値0.5mg/L）

0

2

4

6

8

10

Ｂ
Ｏ
Ｄ
（
ｍ
ｇ
／
Ｌ
）

年度

京都府南部の河川

宇治川（２）

桂川下流（２）

鴨川下流

木津川（３）

環境基準Ｂ

環境基準Ａ

0

2

4

6

8

10

Ｂ
Ｏ
Ｄ
（
ｍ
ｇ
／
Ｌ
）

年度

京都府北部の河川

由良川下流

野田川（阿蘇海流入河川）

佐濃谷川（久美浜湾流入河川）

伊佐津川（舞鶴湾流入河川）

環境基準Ａ
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北部の閉鎖性海域の水質の経年変化

　ＣＯＤを指標とする有機物質について、６水域で環境基準を超過している。特に阿
蘇海では、富栄養化の原因物質である全燐についても環境基準を超過している。前
ページで示したように各水域への流入河川では良好な水質を維持しており、海水交換
の悪い閉鎖性水域であることが水質の改善を困難にしていると考えられる。

0

1

2

3

4

5

6

7

8

Ｃ
Ｏ
Ｄ
（
ｍ
ｇ
／
Ｌ
）

年度

ＣＯＤ（７５％水質値）

舞鶴湾(1) 舞鶴湾(2) 宮津湾 阿蘇海 久美浜湾

環境基準Ａ

環境基準B

0.0

0.2

0.4

0.6

0.8

1.0

1.2

全
窒
素
（
ｍ
ｇ
／
Ｌ
）

年度

全窒素（年間平均値）

舞鶴湾(ア) 舞鶴湾(イ) 宮津湾 阿蘇海 久美浜湾

環境基準Ⅱ

0.00

0.02

0.04

0.06

0.08

0.10

全
燐
（
ｍ
ｇ
／
Ｌ
）

年度

全燐（年間平均値）

舞鶴湾(ア) 舞鶴湾(イ) 宮津湾 阿蘇海 久美浜湾

環境基準Ⅱ

0

2

4

6

8

透
明
度
（
ｍ
）

年度

透明度（年間平均値）

舞鶴湾(1) 舞鶴湾(2) 宮津湾 阿蘇海 久美浜湾

（注）１つの水域に複数の環境基準点がある場合は、そのうちの最大値を表記しています。
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（２）地下水水質測定結果 

   府内の地下水の水質の状況を監視するため、１２市６町１村１０９地点の地

  下水で有害物質の測定を行った。 

 

ア 測定結果の概要 

(ア)概況調査 

    地域の全体的な地下水水質の状況を把握するため、計画的に選定した地

点で行う調査。令和２年度は、対象となった２８地点のうち２５地点で

環境基準を達成した。 

 

(イ)汚染井戸周辺地区調査 

  概況調査等により新たに判明した地下水汚染について、その汚染範囲

の確認及び汚染源の究明のために行う調査。令和２年度は、２６地点を

調査し、全地点で環境基準を達成した。 

 

(ウ)継続監視調査 

    汚染井戸周辺地区調査で判明した汚染範囲内の井戸において、継続的に

監視を行う調査。令和２年度は、５６地点のうち３３地点で環境基準を

達成した。 
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イ 測定項目別環境基準達成状況 

  測定項目（２８項目）ごとの基準の達成状況は以下のとおり。 

 

測 定 項 目 概 況 調 査 
汚 染 井 戸 

周辺地区調査 

継 続 監 視 

調 査 

カドミウム 28 ／ 28 13 ／ 13 － 

全シアン 28 ／ 28 － － 

鉛 26 ／ 28 13 ／ 13 － 

六価クロム 28 ／ 28 － － 

砒素 28 ／ 28 13 ／ 13 2 ／ 9 

総水銀 28 ／ 28 4 ／ 4 2 ／ 5 

アルキル水銀 －  1 ／ 1 3 ／ 3 

ＰＣＢ 14 ／ 14 － － 

ジクロロメタン 27 ／ 27 － 20 ／ 20 

四塩化炭素 27 ／ 27 － 22 ／ 22 

クロロエチレン  26 ／ 27 3 ／ 3 28 ／ 28 

1,2-ジクロロエタン 27 ／ 27 3 ／ 3 20 ／ 20 

1,1-ジクロロエチレン 27 ／ 27 3 ／ 3 28 ／ 28 

1,2-ジクロロエチレン 27 ／ 27 3 ／ 3 28 ／ 28 

1,1,1-トリクロロエタン 27 ／ 27 3 ／ 3 25 ／ 25 

1,1,2-トリクロロエタン 27 ／ 27 3 ／ 3 20 ／ 20 

トリクロロエチレン 27 ／ 27 3 ／ 3 27 ／ 28 

テトラクロロエチレン 27 ／ 27 3 ／ 3 23 ／ 28 

1,3-ジクロロプロペン 17 ／ 17 － － 

チウラム 17 ／ 17 － － 

シマジン 17 ／ 17 － － 

チオベンカルブ 17 ／ 17 － － 

ベンゼン 27 ／ 27 6 ／ 6 20 ／ 20 

セレン 28 ／ 28 13 ／ 13 － 

硝酸性窒素及び亜硝酸性窒素 28 ／ 28 －  7 ／ 12 

ふっ素 28 ／ 28 － 1 ／ 4 

ほう素 28 ／ 28 13 ／ 13 3 ／ 3 

1,4-ジオキサン 27 ／ 27 4 ／ 4 － 

合    計 25 ／ 28 26 ／ 26 33 ／ 56 

       

    （注）１ 「環境基準達成地点数／調査地点数」を表す。 

         ２ 測定機関は、京都府、京都市、国土交通省の３機関 

         ３ アルキル水銀は、総水銀で検出された場合のみ分析 

         ４ クロロエチレンは、平成 28 年３月 29 日付け環境省告示第 31 号に基づき、

平成 29 年４月１日より「塩化ビニルモノマー」から名称が変更された。 
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（３）ゴルフ場使用農薬水質監視調査結果

ゴルフ場使用農薬による水質汚濁防止を図るため、令和２年度に府内におけるゴ

ルフ場の排水口等で実施した使用農薬に係る水質監視調査結果の概要は、次のとお

りであった。

１ 調査実施方法

（１）実 施 時 期： (京都市）令和２年９月及び令和３年２月

（２）対象ゴルフ場：３ゴルフ場

（京都市） ３ゴルフ場のうち３ゴルフ場

（３）調 査 項 目：各ゴルフ場で使用され、流出の可能性のある農薬

２ 調査結果概要

調査を実施したイソプロチオラン、ダイアジノンなど２６種類（検体数６５）の

農薬のうち、指針値（※）が設定されている農薬で検出はされなかった。

※「ゴルフ場で使用される農薬による水質汚濁の防止及び水域の生活環境動植物の被害防止

に係る指導指針」（令和２年３月27日環水大土発第2003271号各都道府県知事宛各都道

府県知事宛 環境省水・大気環境局長通知）で定められた指針値。

23



３ ダイオキシン類測定結果 

 

（１）環境中のダイオキシン類測定 

 

ア 大気環境 

     一般環境15地点で年４回の調査を実施したところ、いずれの地点にお

いても環境基準値を下回っていた。 

 

大気環境中のダイオキシン類調査結果 

区   分 
調 査 地 点 

濃度（pg-TEQ/m3） 

年 平 均

値 

範  囲 

環 境 基 準 （ 年 平 均 値 ） 0.6  

大     気 

（ 一 般 環 境 ）

1 左京区役所（京都市） 0.0097  0.0029～0.024 

2 京都市役所（京都市） 0.0085 0.0044～0.018 

3 山科区役所（京都市） 0.0061  0.0045～0.0076 

4 生活環境美化ｾﾝﾀｰ（京都市） 0.0067 0.0056～0.0075 

5 宇多野小学校（京都市） 0.0037  0.0027～0.0047 

6 西京保健センター（京都市） 0.0051  0.0039～0.0072 

7 池田小学校（京都市） 0.0064 0.0040～0.0087 

8 伏見区役所（京都市） 0.0068 0.0049～0.0090 

9 神川小学校（京都市） 0.0065 0.0044～0.0079 

10 宇治測定局（宇治市） 0.013 0.0080～0.015 

11 久御山測定局（久御山町） 0.020 0.011～0.036 

12 精華測定局（精華町） 0.024 0.0097～0.046 

13 亀岡測定局（亀岡市） 0.012 0.0073～0.024 

14 福知山測定局（福知山市） 0.0083 0.0069～0.0094 

15 東舞鶴測定局（舞鶴市） 0.0085 0.0060～0.012 
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イ 水質環境 

     公共用水域48地点の水質、公共用水域20地点の水底の底質、19地点の
地下水について、年１回（京都市内の河川水質は年２回）の調査を実施
したところ、いずれの地点においても環境基準値を下回っていた。 

  

    公共用水域の水質及び水底の底質のダイオキシン類調査結果 

区分 
調 査 地 点 

水質濃度 
（pg-TEQ/L） 

底質濃度 
（pg-TEQ/g） 

環 境 基 準 1 150 

河川 1 鴨川高橋（京都市） 0.022     4.8 
2 鴨川出町橋（京都市） 0.033     0.50 
3 鴨川三条大橋（京都市） 0.026     0.23 
4 鴨川京川橋（京都市） 0.046     0.65 
5 西高瀬川上河原橋（京都市） 0.042     1.9 
6 高野川三宅橋（京都市） 0.033     0.10 
7 高野川河合橋（京都市） 0.028     0.46 
8 弓削川寺田橋（京都市） 0.16     0.30 
9 有栖川梅津新橋（京都市） 0.27     0.75 
10 天神川西京極橋（京都市） 0.080     0.55 
11 清滝川落合橋（京都市） 0.024     0.091 
12 小畑川京都市長岡京市境界点(京都市)  0.038     0.26 
13 山科川新六地蔵橋（京都市） 0.034     2.7 
14 小畑川小畑橋（大山崎町） 0.057 － 
15 大谷川二ノ橋（八幡市） 0.38 2.1 
16 田原川蛍橋（宇治田原町） 0.063 1.1 
17 和束川菜切橋（木津川市） 0.070      － 
18 犬飼川並河橋（亀岡市） 0.28      － 
19 由良川安野橋（南丹市） 0.050      － 
20 棚野川和泉大橋（南丹市） 0.051 0.21 
21 園部川神田橋（南丹市） 0.058 － 
22 高屋川黒瀬橋（京丹波町） 0.073 － 
23 由良川山家橋（綾部市） 0.11 － 
24 上林川五郎橋（綾部市） 0.14 － 
25 八田川八田川橋（綾部市） 0.13 － 
26 犀川小貝橋（綾部市） 0.26 － 
27 牧川天津橋（福知山市） 0.055 － 
28 宮川宮川橋（福知山市） 0.063 － 
29 伊佐津川相生橋（舞鶴市） 0.055 0.91 
30 河辺川第一河辺川橋（舞鶴市） 0.058 0.66 
31 大手川京口橋（宮津市） 0.079 － 
32 野田川六反田橋（与謝野町） 0.079      － 
33 野田川堂谷橋（与謝野町） 0.16      － 
34 福田川新川橋（京丹後市） 0.32 1.3 
35 竹野川荒木野橋（京丹後市） 0.12 0.78 
36 宇川宇川橋（京丹後市） 0.054 － 
37 佐濃谷川高橋橋（京丹後市） 0.27 － 

海域 38 舞鶴湾ｷﾝｷﾞｮ鼻地先（舞鶴市） 0.051      － 
39 舞鶴湾恵比須埼地先（舞鶴市） 0.050      － 
40 舞鶴湾念仏鼻地先（舞鶴市） 0.050      － 
41 舞鶴湾楢埼地先（舞鶴市） 0.052      － 
42 宮津湾江尻地先（宮津市） 0.051      － 
43 宮津湾島埼地先（宮津市） 0.051      － 
44 阿蘇海野田川流入点（宮津市） 0.056      － 
45 阿蘇海中央部（宮津市） 0.054      － 
46 阿蘇海溝尻地先（宮津市） 0.054      － 
47 久美浜湾湾口部（京丹後市） 0.052 － 
48 久美浜湾湾奥部（京丹後市） 0.057 － 

※京都市内の河川に係る水質濃度は年２回分の平均値を掲載しています。 
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地下水中のダイオキシン類調査結果

水質濃度 水質濃度
区 調 査 地 点 調 査 地 点

(pg-TEQ/L) (pg-TEQ/L)
分

環 境 基 準 1 10 八幡市 0.13

1 京都市北区 0.021 11 井手町 0.13

一 2 京都市左京区 0.021 12 木津川市 0.084

般 3 京都市中京区 0.029 13 南丹市 0.17

環 4 京都市山科区 0.021 14 南丹市 0.050

境 5 京都市右京区 0.021 15 舞鶴市 0.17

6 京都市右京区 0.021 16 京丹後市 0.12

7 京都市西京区 0.027 17 京丹後市 0.053

8 京都市伏見区 0.025 18 京丹後市 0.050

9 京都市伏見区 0.023 19 京丹後市 0.051

ウ 土壌環境

土壌20地点で年１回の調査を実施したところ、いずれの地点においても

環境基準を下回っていた。

土壌中のダイオキシン類調査結果

土壌濃度 土壌濃度
区 調 査 地 点 調 査 地 点

(pg-TEQ/g) (pg-TEQ/g)
分

環 境 基 準 1,000 11 京都市右京区 0.38

1 京都市北区 1.2 12 京都市右京区 0.48

一 2 京都市北区 0.92 13 京都市西京区 0.18

般 3 京都市左京区 0.51 14 京都市伏見区 0.40

環 4 京都市左京区 0.25 15 京都市伏見区 0.53

境 5 京都市中京区 2.2 16 井手町 0.038

6 京都市中京区 4.0 17 宇治田原町 0.72

7 京都市山科区 0.92 18 笠置町 0.16

8 京都市山科区 0.86 19 南山城村 2.1

9 京都市下京区 1.3 20 伊根町 0.089

10 京都市南区 7.7
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（２）発生源のダイオキシン類測定

ア 府の行政検査

府がダイオキシン類対策特別措置法対象の事業場の一部（４事業場）

に立入検査を行い、廃棄物焼却炉等の排出ガス測定を実施したところ、

全ての施設で基準値を下回っていた。（調査時期：令和２年10月～令和

３年２月）

排出ガス中のダイオキシン類濃度測定結果

測定結果 基準値
区 分 事 業 場 名

(ng-TEQ/m
3
) (ng-TEQ/m

3
)

既設 (株)DNPテクノパック田辺工場 0.00046 10

廃棄物焼却炉 既設 互応化学工業（株） 0.0000039 10

等の排出ガス 既設 藤原建設（株）山城支店 1.5 10

既設 共立工業（株） 2.4 10

（注）１ 既設施設とは法施行（平成12年1月15日）前に設置された施設をいう。

２ 各異性体の測定濃度又は実測濃度が定量下限未満の場合は０として毒性等量を算出している。

イ 事業者による自主測定

ダイオキシン類対策特別措置法第28条第３項の規定により、施設設

置者から報告のあった自主測定の結果は、次のとおりであった。（調査

時期：令和２年４月～令和３年３月）

排出ガス中のダイオキシン類濃度測定結果

測定結果 基準値
区 分 測 定 数

(ng-TEQ/m
3
) (ng-TEQ/m

3
)

0.00000079
新設 (注1) 34施設 0.1～ 5

廃棄物焼却炉等の排出ガス ～ 0.98

既設 (注1) 30施設 0 ～ 5.5 1 ～ 10

ばいじん、燃え殻中のダイオキシン類濃度測定結果

測定結果 特管該当値
区 分 測 定 数

(ng-TEQ/g) (ng-TEQ/g)（注2）

廃棄物焼却炉のばいじん 54施設 0 ～ 5.3
3

廃棄物焼却炉の燃え殻 56施設 0 ～ 0.14
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排水中のダイオキシン類濃度測定結果

測定結果 基準値
区 分 測 定 数

(pg-TEQ/L) (pg-TEQ/L)

排出水（水質基準適用事業 0.000044
10施設 10

場）（注3） ～ 0.0011

（注）１ 新設施設とは法施行（平成12年1月15日）以降に設置された施設であり、既設施設とは法施行前に設置

された施設をいう。なお、既設施設であっても廃棄物焼却炉の中には新設施設の排ガス基準が適用され

る施設があることから、これらについては新設施設として計上している。

２ ばいじん、燃え殻については、３ng-TEQ/gを超えると特別管理廃棄物（特管）となる。

３ 水質基準適用事業場とは、事業場内に焼却炉の排ガス洗浄施設や下水道終末処理施設等を設置してい

る事業場をいう。

４ 各異性体の測定濃度又は実測濃度が定量下限未満の場合は０として毒性等量を算出している。

（ア）測定実施状況

ダイオキシン類対策特別措置法では、特定施設設置者による年１

回以上のダイオキシン類濃度の測定が義務付けられており、令和２

年度中、府内（京都市を除く。）においては、大気基準適用施設（廃

棄物焼却炉等）は65施設、水質基準適用施設は10施設がその対象と

なり、大気基準適用施設64施設及び水質基準適用施設10施設から報

告があった。

そのうち１施設については、測定項目の一部について、令和３年

度に入り測定された。

また、大気基準適用施設のうち１施設は令和２年度中に廃止され、

測定は行われなかった。（測定義務について指導済。）

なお、大気基準適用施設（廃棄物焼却炉等）については休止中の

ものが16施設及び稼働前のものが２施設、水質基準適用施設につい

ては排水を循環使用し事業場からの排出水がないものが14施設及び

休止中のものが１施設があり、これらは測定義務の対象外となった。

（イ）測定結果

排出ガス中のダイオキシン類濃度については、測定を実施した64

施設全てが基準値を下回っていた。集じん機で集められたばいじん

及び燃え殻の測定結果について、４施設において特別管理廃棄物に

該当するばいじんが見られたため、当該施設の設置者に対し、ばい
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じんを特別管理廃棄物として適正に処分するよう指導した。その他

の施設については特別管理廃棄物該当値を下回っていた。また、排

出水の測定結果については、10施設全てで基準値を下回っていた。

【参 考】

○ダイオキシン類

ポリ塩化ジベンゾ－パラ－ジオキシン(PCDD)とポリ塩化ジベンゾフラン(PCD

F)及びコプラナーポリ塩化ビフェニル(ｺﾌﾟﾗﾅｰPCB)を含めて、ダイオキシン類

と呼ぶ。

化学構造としては、ベンゼン環２つが結合し、それに塩素が付いた形をして

いるが、塩素の付く数やその位置などにより、多くの異性体が存在する。

○ＴＥＱ（毒性等量）

ダイオキシン類は、毒性の強さがそれぞれ異なっており、最も毒性の強い2,

3,7,8-TCDD(4塩化のPCDD)の毒性を１として、他のダイオキシン類の毒性の強

さを換算する毒性等価係数(TEF)を用いて、ダイオキシン類の毒性を算出し、

それを足し合わせた値(毒性等量=TEQ)で表す。

○ダイオキシン類の単位

ダイオキシン類については、極微量物質であるため、通常、pg(ピコグラム)

やng(ナノグラム)といった、微量単位を表す記号を付けて表す。

例えば、水１リットル中のダイオキシン類は○○pg-TEQ/L、ばいじん１ｇ中

のダイオキシン類は○○ng-TEQ/gといったように表す。

g(グラム)

mg(ミリグラム) ＝千分の１グラム

μg(マイクログラム)＝100万分の１グラム

ng(ナノグラム) ＝10億分の１グラム

pg(ピコグラム) ＝１兆分の１グラム
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.2
0
.0

1
5

R
3
.4

.2
0
.0

0
3
3

1
7

（
有

）
石

井
工

務
店

城
陽

市
R

3
.3

.2
5

0
.2

1
R

3
.3

.2
6

<
0
.0

2
R

3
.3

.2
6

<
0
.0

2
1
8

（
株

）
平

安
(ｱ

ﾙ
ﾐﾆ

ｳ
ﾑ

合
金

製
造

用
の

溶
解

炉
）

久
御

山
町

R
3
.3

.2
7

0
.0

5
1

1
9

（
株

）
平

安
(ｱ

ﾙ
ﾐﾆ

ｳ
ﾑ

合
金

製
造

用
の

溶
解

炉
）

久
御

山
町

R
3
.3

.2
7

0
.4

9
2
0

（
株

）
平

安
(ｱ

ﾙ
ﾐﾆ

ｳ
ﾑ

合
金

製
造

用
の

溶
解

炉
）

久
御

山
町

R
3
.3

.2
7

0
.1

7

5

1
（
※

）

番
号

事
　

　
業

　
　

場
　

　
名

所
在

地

排
出

ガ
ス

の
基

準
値

適
用

基
準

値

(n
g-

T
E
Q

/
ｍ

3
)

5 5
1
 (

1
2
年

度
新

設
)

0
.1

 (
1
6
年

度
新

設
)

0
.1

 (
1
6
年

度
新

設
)

1
0

5
 (

1
5
年

度
新

設
)

1
0

5
 (

1
4
年

度
新

設
)

5
 (

1
5
年

度
新

設
)

5
 (

1
3
年

度
新

設
)

1
0

休
止

中

1
 (

1
5
年

度
新

設
)

1
0

休
止

中
休

止
中

1
 (

2
8
年

度
新

設
）

1
 (

2
8
年

度
新

設
）

1
 (

2
8
年

度
新

設
）

1
 (

3
0
年

度
新

設
）

集
じ

ん
な

し

上
記

と
混

合
排

出

上
記

と
混

合
排

出

基
準

適
用

の
対

象
外

基
準

適
用

の
対

象
外

上
記

と
混

合
排

出

２
年

度

ダ
イ

オ
キ

シ
ン

類
測

定
結

果

排
出

ガ
ス

ば
い

じ
ん

燃
え

殻

排
出

な
し

上
記

と
混

合
排

出

排
出

な
し

排
出

な
し

基
準

適
用

の
対

象
外

基
準

適
用

の
対

象
外

基
準

適
用

の
対

象
外

基
準

適
用

の
対

象
外

※
法

施
行

（
平

成
1
2
年

１
月

1
5
日

）
前

に
設

置
さ

れ
た

施
設

で
あ

る
が

、
新

設
施

設
の

排
ガ

ス
基

準
が

適
用

さ
れ

る
施

設

30



試
料

採
取

日
濃

度

（
n
g-

T
E
Q

/
ｍ

3
)

試
料

採
取

日
濃

度
(n

g-
T
E
Q

/
g)

試
料

採
取

日
濃

度
(n

g-
T
E
Q

/
g)

番
号

事
　

　
業

　
　

場
　

　
名

所
在

地

排
出

ガ
ス

の
基

準
値

適
用

基
準

値

(n
g-

T
E
Q

/
ｍ

3
)

ダ
イ

オ
キ

シ
ン

類
測

定
結

果

排
出

ガ
ス

ば
い

じ
ん

燃
え

殻

2
1

城
南

衛
生

管
理

組
合

ク
リ

ー
ン

ピ
ア

沢
八

幡
市

2
2

（
株

）
ク

ロ
レ

ラ
ラ

イ
ト

本
社

八
幡

市

2
3

(株
)D

N
P

テ
ク

ノ
パ

ッ
ク

　
田

辺
工

場
京

田
辺

市
R

2
.9

.9
0
.0

4
2

R
2
.9

.9
2
.5

R
2
.9

.9
0
.0

0
0
0
0
1
6

2
4

(株
)D

N
P

テ
ク

ノ
パ

ッ
ク

　
田

辺
工

場
京

田
辺

市
2
5

京
田

辺
市

環
境

衛
生

セ
ン

タ
ー

緑
泉

園
京

田
辺

市

2
6

京
田

辺
市

環
境

衛
生

セ
ン

タ
ー

甘
南

備
園

京
田

辺
市

①
R

2
.6

.2
0

②
R

2
.1

2
.5

①
0
.1

6
②

0
.0

4
8

①
R

2
.8

.2
9

②
R

2
.1

2
.5

①
5
.3

②
0
.8

4
①

R
2
.6

.2
0

②
R

2
.1

2
.5

①
0
.0

0
9
9

②
0
.0

0
0
2
1

2
7

京
田

辺
市

環
境

衛
生

セ
ン

タ
ー

甘
南

備
園

京
田

辺
市

①
R

2
.6

.2
0

②
R

2
.1

2
.5

①
0
.0

8
8

②
0
.0

5
7

①
R

2
.8

.2
9

②
R

2
.1

2
.5

①
3
.8

②
2
.5

2
8

（
株

）
伊

藤
工

務
店

自
己

処
分

場
宇

治
田

原
町

R
3
.2

.1
0

0
.2

5
R

3
.2

.1
0

0
R

3
.2

.1
0

0
.0

8
2
9

中
建

（
株

）
宇

治
田

原
町

R
2
.1

1
.3

0
0
.9

8
R

2
.1

2
.8

0
R

2
.1

2
.8

0
3
0

相
楽

郡
広

域
事

務
組

合
大

谷
処

理
場

木
津

川
市

R
2
.7

.1
0

0
.0

1
1

3
1

藤
原

建
設

（
株

）
山

城
支

店
木

津
川

市
R

3
.2

.1
8

0
.2

1
R

3
.2

.1
8

0
.0

3
R

3
.2

.1
8

0

3
2

環
境

の
森

セ
ン

タ
ー

・
き

づ
が

わ
木

津
川

市
R

2
.1

2
.1

4
0
.0

0
0
0
0
0
7
9

R
3
.2

.2
0
.6

1
R

2
.1

2
.1

4
0
.0

0
0
0
4
4

3
3

環
境

の
森

セ
ン

タ
ー

・
き

づ
が

わ
木

津
川

市
R

2
.1

2
.1

5
0
.0

0
0
0
0
1
8

R
2
.1

2
.1

4
0
.0

0
0
0
0
2
7

3
4

相
楽

東
部

ク
リ

ー
ン

セ
ン

タ
ー

和
束

町

3
5

相
楽

東
部

ク
リ

ー
ン

セ
ン

タ
ー

和
束

町

3
6

（
株

）
イ

ン
グ

亀
岡

市

3
7

亀
岡

市
桜

塚
ク

リ
ー

ン
セ

ン
タ

ー
亀

岡
市

R
2
.1

2
.1

4
0
.0

0
0
0
2
3

①
R

2
.5

.1
4

②
R

2
.7

.1
6

③
R

2
.8

.1
7

④
R

2
.1

0
.1

2
⑤

R
2
.1

2
.1

5
⑥

R
3
.1

.1
2

①
0
.0

7
6

②
0
.0

2
9

③
0
.0

1
1

④
0
.0

1
1

⑤
0
.0

2
0

⑥
0
.0

9
6

①
R

2
.1

2
.1

4
②

R
3
.1

.1
2

①
0
.0

0
0
5
2

②
0
.0

0
0
2
8

3
8

亀
岡

市
桜

塚
ク

リ
ー

ン
セ

ン
タ

ー
亀

岡
市

R
2
.1

2
.1

4
0
.0

0
0
0
2
8

3
9

亀
岡

市
桜

塚
ク

リ
ー

ン
セ

ン
タ

ー
亀

岡
市

R
3
.1

.1
2

0
.0

0
0
0
3
2

休
止

中
休

止
中

休
止

中
休

止
中

休
止

中

休
止

中

上
記

と
混

合
排

出

1
0 551
0 5

休
止

中

5

休
止

中

51
0

1
0

5
 (

1
2
年

度
新

設
)

1
0

1
0

1
0

1
0

5
 (

1
4
年

度
新

設
)

5
（
※

）

1
0

5
(2

8
年

度
新

設
）

5
(2

8
年

度
新

設
）

上
記

と
混

合
排

出

R
2
.9

で
廃

止
の

た
め

、
測

定
な

し

休
止

中
休

止
中

休
止

中

休
止

中

休
止

中

休
止

中

休
止

中

休
止

中

上
記

と
混

合
排

出

休
止

中

２
炉

同
時

稼
働

上
記

と
混

合
排

出

休
止

中

上
記

と
混

合
排

出

上
記

と
混

合
排

出
上

記
と

混
合

排
出

上
記

と
混

合
排

出

※
法

施
行

（
平

成
1
2
年

１
月

1
5
日

）
前

に
設

置
さ

れ
た

施
設

で
あ

る
が

、
新

設
施

設
の

排
ガ

ス
基

準
が

適
用

さ
れ

る
施

設
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試
料

採
取

日
濃

度

（
n
g-

T
E
Q

/
ｍ

3
)

試
料

採
取

日
濃

度
(n

g-
T
E
Q

/
g)

試
料

採
取

日
濃

度
(n

g-
T
E
Q

/
g)

番
号

事
　

　
業

　
　

場
　

　
名

所
在

地

排
出

ガ
ス

の
基

準
値

適
用

基
準

値

(n
g-

T
E
Q

/
ｍ

3
)

ダ
イ

オ
キ

シ
ン

類
測

定
結

果

排
出

ガ
ス

ば
い

じ
ん

燃
え

殻

4
0

（
株

）
ダ

イ
フ

ジ
亀

岡
市

R
2
.1

2
.1

0
.1

4
R

2
.1

2
.1

0
R

2
.1

2
.1

0
4
1

サ
カ

エ
産

業
　

リ
サ

イ
ク

ル
セ

ン
タ

ー
亀

岡
市

R
2
.1

2
.2

3
0
.0

5
5

R
2
.1

2
.2

3
0
.0

2
1

R
2
.1

2
.2

3
0
.1

4
4
2

船
井

郡
衛

生
管

理
組

合
京

都
中

部
ク

リ
ー

ン
セ

ン
タ

ー
南

丹
市

4
3

船
井

郡
衛

生
管

理
組

合
京

都
中

部
ク

リ
ー

ン
セ

ン
タ

ー
南

丹
市

4
4

京
都

府
南

丹
家

畜
保

健
衛

生
所

南
丹

市
R

3
.1

.8
0
.0

5
R

3
.1

.8
0
.0

3
7

R
3
.1

.8
0
.0

0
0
0
0
8

4
5

船
井

郡
衛

生
管

理
組

合
畜

産
焼

却
施

設
南

丹
市

R
2
.5

.1
8

0
.0

0
3
7

R
2
.5

.1
9

0
.0

0
0
0
1
5

4
6

る
り

渓
開

発
（
株

）
南

丹
市

4
7

船
井

衛
生

管
理

組
合

京
都

中
部

ク
リ

ー
ン

セ
ン

タ
ー

し
尿

処
理

施
設

南
丹

市
R

2
.1

2
.2

3
0
.0

0
0
0
0
1
9

R
2
.1

2
.2

3
0

R
2
.1

2
.2

8
0

4
8

美
原

ア
ル

ミ
工

業
（
株

）
京

丹
波

町

4
9

福
知

山
終

末
処

理
場

福
知

山
市

R
2
.5

.2
7

0
.0

0
6

R
2
.7

.9
0

5
0

福
知

山
市

環
境

パ
ー

ク
ご

み
焼

却
施

設
福

知
山

市
①

R
2
.9

.1
7

②
R

2
.1

2
.1

6
①

0
.0

0
8
9

②
0
.0

0
4
3

①
R

2
.8

.2
4

②
R

2
.1

2
.1

6
①

0
.0

4
8

②
0
.0

3
5

①
R

2
.8

.2
4

②
R

2
.1

2
.1

6
①

0
②

0

5
1

福
知

山
市

環
境

パ
ー

ク
ご

み
焼

却
施

設
福

知
山

市
①

R
2
.8

.2
5

②
R

2
.1

2
.1

7
①

0
.0

0
4
7

②
0
.0

0
0
0
9
6

①
R

2
.8

.2
5

②
R

2
.1

2
.1

7
①

0
.0

3
5

②
0
.0

5
2

①
R

2
.8

.2
5

②
R

2
.1

2
.1

7
①

0
.0

0
0
0
4
8

②
0

5
2

共
立

工
業

（
株

）
福

知
山

市
R

2
.1

1
.3

0
1
.4

R
2
.1

1
.3

0
0
.1

3
R

2
.1

1
.3

0
0

5
3

三
栄

ブ
ロ

イ
ラ

ー
販

売
(株

)　
夜

久
野

農
場

福
知

山
市

R
2
.6

.3
0

0
.0

9
9

R
2
.6

.3
0

0
.0

1
R

2
.6

.3
0

0
.0

0
0
0
0
0
1
1

5
4

三
栄

ブ
ロ

イ
ラ

ー
販

売
(株

)　
川

合
農

場
福

知
山

市
R

2
.1

2
.1

8
0
.8

1
R

2
.1

2
.1

8
0
.0

2
9

R
2
.1

2
.1

8
0
.0

0
0
0
0
0
0
7
6

5
5

京
都

府
中

丹
家

畜
保

健
衛

生
所

福
知

山
市

5
6

京
都

府
中

丹
家

畜
保

健
衛

生
所

福
知

山
市

5
7

(株
)但

馬
ど

り
　

福
知

山
農

場
福

知
山

市
R

2
.1

1
.2

4
0
.3

3
R

2
.1

1
.2

4
0
.0

2
9

R
2
.1

1
.2

4
0
.0

0
0
4
3

5
8

(有
)鳥

功
産

業
　

夜
久

野
農

場
福

知
山

市
R

2
.1

0
.2

0
0
.2

7
R

2
.1

0
.2

0
0
.0

7
9

R
2
.1

0
.2

0
0
.0

0
1
7

5
9

中
丹

地
域

有
害

鳥
獣

処
理

施
設

福
知

山
市

①
R

2
.1

1
.1

8
②

R
3
.2

.1
①

0
.0

0
9
5

②
0
.0

0
8
3

R
2
.1

1
.1

9
0
.0

0
2
6

R
2
.1

1
.1

9
0

5
 (

R
3
年

度
新

設
)

稼
働

前
稼

働
前

稼
働

前

5
 (

R
1
年

度
新

設
)

5
 (

1
6
年

度
新

設
)

1
（
※

）

1
0

5
（
2
1
年

度
新

設
）

5
 (

1
7
年

度
新

設
)

5
（
※

）

1
（
※

）

1
0

5
 (

1
4
年

度
新

設
)

5
 (

2
2
年

度
新

設
)

1
0

1
0

5
（
2
6
年

度
新

設
）

5
 (

1
7
年

度
新

設
)

1
0 5

1
（
※

）

5
 (

3
0
年

度
新

設
)

休
止

中
休

止
中

集
じ

ん
な

し

休
止

中

混
合

灰
と

し
て

排
出

→

測
定

な
し

測
定

な
し

休
止

中
休

止
中

休
止

中

測
定

な
し

休
止

中

休
止

中

休
止

中

休
止

中

休
止

中

休
止

中

※
法

施
行

（
平

成
1
2
年

１
月

1
5
日

）
前

に
設

置
さ

れ
た

施
設

で
あ

る
が

、
新

設
施

設
の

排
ガ

ス
基

準
が

適
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 （１）公害苦情の概要

・

・

・

・

・

元・２年度公害別苦情件数

大気汚染 水質汚濁 土壌汚染 騒 音 振 動 地盤沈下 悪 臭 小 計 　 廃棄物投棄

2 226 135 1 382 30 0 205 979 583 〔254〕 1,562

元 294 131 1 336 43 0 201 1,006 553 〔241〕 1,559

公害苦情の経年変化

 ※ 平成５年度以降は、「典型７公害以外計」に市町村又は保健所で受けた野犬の徘徊、放置自転車、
　　　 路上駐車等の苦情は含まない（京都府警察本部への苦情も含まれていない）。

なお、公害苦情件数は、公害等調整委員会が実施した調査に基づき府内市町村及び府保健所へ寄
せられた件数を集計したものであり、京都府警察本部への苦情件数は含まれていない。また、同
一人からの同一苦情については、複数回苦情があっても１件として取り扱っている。

年度
典 型 ７ 公 害 典型7公害以外

合 計

４　公害苦情の状況                                   

令和２年度の公害苦情は1,562件で、前年度に比べ3件増加（ほぼ横ばい）。

大気汚染・水質汚濁等典型７公害の苦情は27件減少し979件、典型７公害以外の苦情は30件増加
し583件。

典型７公害では、騒音、大気汚染及び悪臭に係る苦情が多く、これらを合わせると83%を占め
る。

典型７公害以外では、廃棄物投棄が44%を占める。
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　（参考資料）令和２年度　発生市町村別　種類別苦情件数

62 31 0 224 1 17 0 77 411 1 5 6 417
向日市 2 6 0 5 0 1 0 4 18 0 3 3 21
長岡京市 17 6 0 15 2 1 0 6 45 1 2 3 48
大山崎町 0 0 0 4 0 0 0 2 6 4 0 4 10
小計 19 12 0 24 2 2 0 12 69 5 5 10 79
宇治市 9 11 0 17 1 1 0 26 64 4 0 4 68
城陽市 17 3 0 12 0 4 0 10 46 3 10 13 59
八幡市 27 18 0 28 0 3 0 11 87 21 0 21 108
京田辺市 17 13 0 20 1 1 0 6 57 93 61 154 211
久御山町 22 12 0 16 0 0 0 12 62 8 124 132 194
井手町 1 0 0 4 0 0 0 5 10 0 0 0 10
宇治田原町 0 2 0 0 0 0 0 1 3 3 2 5 8
小計 93 59 0 97 2 9 0 71 329 132 197 329 658
木津川市 0 7 0 3 0 0 0 6 16 6 0 6 22
笠置町 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
和束町 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
精華町 2 0 0 1 1 0 0 2 5 0 0 0 5
南山城村 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
小計 2 7 0 4 1 0 0 8 21 6 0 6 27
亀岡市 3 1 0 4 0 0 0 6 14 65 61 126 140
南丹市 0 4 0 0 0 0 0 1 5 0 0 0 5
京丹波町 0 2 1 1 0 0 0 8 12 38 53 91 103
小計 3 7 1 5 0 0 0 15 31 103 114 217 248

中丹西 福知山市 19 4 0 13 1 0 0 10 46 0 0 0 46
綾部市 11 5 0 3 0 0 0 1 20 3 0 3 23
舞鶴市 17 1 0 6 0 1 0 4 29 1 1 2 31
小計 28 6 0 9 0 1 0 5 49 4 1 5 54
宮津市 0 2 0 0 0 1 0 0 3 0 0 0 3
京丹後市 0 7 0 6 0 0 0 4 17 2 7 9 26
与謝野町 0 0 0 0 0 0 0 2 2 0 0 0 2
伊根町 0 0 0 0 0 0 0 1 1 1 0 1 2
小計 0 9 0 6 0 1 0 7 23 3 7 10 33

226 135 1 382 7 30 0 205 979 254 329 583 1562

低
周
波

(

内
数

)

 　　　市町村

典 型 ７ 公 害 左記以外

合
計

 
大
気
汚
染

 
水
質
汚
濁

 
土
壌
汚
染

 
騒
音

 
振
動

 
地
盤
沈
下

 
悪
臭

　
小
計

 
廃
棄
物
投
棄

 
そ
の
他

　
小
計

丹
後

合    計

京都市

乙訓

山城北

山城南

南丹

中丹東

36



５ 自動車騒音調査結果 

（１）調査対象道路（市域は市が調査を実施） 

府内の主要道路の 218 評価区間＊ 

（高速自動車国道 11 区間、都市高速１区間、国道 81 区間、府道 110 区間及び

市道 15 区間） 

評価延長 257.5 km 
＊評価区間：評価に当たり、自動車騒音の影響が概ね一定とみなせる区間に分割したもの 

（２）調査方法 

道路端の両側から 50ｍの範囲にある各住居を対象に、道路からの距離による減

衰や建物による遮へい効果を考慮して騒音レベルを計算し、環境基準の達成状況

を評価。 

環境基準達成率（%）＝環境基準達成住居戸数/対象の全住居戸数×100 

（３）調査結果 

全体では、昼間で 97.6％、夜間で 96.4％の住居が環境基準を達成した。調査

は評価区間を概ね 5年のローテーションで実施しているため、年度毎の達成率に

多少のばらつきが見られるものの、近年は、ほぼ横ばいである。 

なお、過去の環境基準達成率は、令和元年度（昼間：96.1%、夜間：95.5%）及

び平成 30 年度（昼間：94.9%、夜間：95.3%）であった。 

調査対象＜評価区間＞ 

 

（住居戸数） 

環境基準達成率 

昼間 

（6時～22 時） 

夜間 

（22時～6 時） 

全体 最大～最小 全体 最大～最小 

高速自動車国道＜11区間＞ 

（3,332 戸） 

96.0% 

[94.3%] 
100～50% 

85.7% 

[92.7%] 
100～25% 

都市高速道路＜1区間＞ 

（178戸） 

100% 

[93.6%] 
100～100% 

98.3% 

[89.6%] 
98.3～98.3% 

国道＜81 区間＞ 

（13,018戸） 

97.9% 

［94.2%］ 
100～50%

 95.5% 

［90.1%］ 
100～50%

 

府道＜110区間＞ 

（23,819戸） 

97.0% 

［98.0%］ 
100～60%

 97.3% 

［96.0%］ 
100～0%

 

市道＜15 区間＞ 

（6,179 戸） 

99.3% 

［98.2%］ 
100～69.7%

 99.6% 

［97.4%］ 
100～80.3%

 

全体＜218 区間＞ 

（45,987戸） 

97.6% 

［96.9%］ 
100～50%

 96.4% 

［94.6%］ 
100～0%

 

（注１）［ ］内は令和元年度の全国の調査結果（845地方公共団体で実施） 

（注２）複数の評価区間に属する住居が存在するため、各調査対象の住居戸数の合計と全体の住

居戸数は一致しない。 
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　参考資料

　 自動車騒音測定結果評価システムの概要

　評価のイメージ

道路区間ごとに評価

自動車騒音測定値

道路沿道における24時間測定
（年１回測定）

住居

環境基準未達成
住居

評価範囲 　（評価区間の道路端から50mの範囲）

50m

沿道状況の把握

道路沿道住居の配置
等を把握

住居ごとの騒音レベルを
環境基準と比較し、環境
基準達成率（＝環境基準
達成住居戸数／評価区
間内の住居戸数×100）
を算出

　住居ごとの騒音レベルを
　①道路からの距離
　②建物による遮へい
　を考慮して予測・算出

対象道路

評 価 区 間

環境基準達成
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６ 高浜発電所及び大飯発電所に係る環境影響監視結果等

（１）発電所に係る環境影響監視の概要

京都府では、昭和４８年度から関西電力株式会社高浜発電所（出力82.6万

kW原子炉２基、87万kW原子炉２基）に係る環境監視（放射線及び同発電所か

らの温排水の影響調査）を実施しているところであるが、福島原発事故を契

機として、平成２４年度からは同社大飯発電所［出力117.5万kW原子炉２基

（平成30年３月１日運転終了）、118万kW原子炉２基］に係る環境監視も実

施している。

このうち、放射線監視については、①舞鶴市、綾部市、宮津市、南丹市、

京丹波町及び伊根町に設置した合計１４か所の放射線測定所での空間放射線

空気吸収線量率の連続測定、②環境放射能測定車による定点測定、③環境放

射線調査車による走行サーベイを実施した。

また、原子力発電所から半径約３０km以内の地点から採取した米、野菜等

の環境試料について、放射性核種の分析を実施した。

さらに、温排水の拡散状況を把握するため、毛島、馬立島周辺海域２５定
け し ま うまだてじま

点での水温、塩分等の分布調査（温排水影響調査）を実施した。

（２）監視結果

令和２年度に実施したこれらの調査・監視の結果については、例年とほぼ

同程度であり、異常は見られなかった。学識経験者から構成される「高浜発

電所及び大飯発電所に関する環境測定技術検討委員会」からも、「周辺環境

に対する影響は認められず、環境安全上問題はなかった。」との助言を得た

ところである。
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令和２年度環境影響監視の概要

項 目 内容、方法等 調 査 地 点 頻 度

舞鶴市内６か所

（大山、吉坂、倉梯、塩汲、岡安、
おおやま きちさか くらはし しおくみ おかやす

地頭）
じ と う

綾部市内３か所

（老富、上杉、八津合）
おいとみ うえすぎ や つ あ い

宮津市内１か所

（上司）
じようし

環 放 射 線 測 定 所 南丹市内２か所 連 続

（盛郷、島）
もりさと しま

伊根町１か所

境 （日出）
ひ で

空間放射線 京丹波町１か所

空 気 吸 収 （本 庄）
ほんじよう

放 線 量 率

環境放射能測定車による
東舞鶴地域３地点 ４回／年定点測定

射

東舞鶴地域一円

綾部老富地区

線 綾部・西舞鶴地域

環境放射線調査車による 福知山市区 ４回／年

走行サーベイ 伊根・橋北地区

監 宮津・栗田・由良地区

京丹波町地域

南丹市美山町地域

視 京都市上弓削町地域

広河原・久多地域

米、大根、ほうれん草、 原子力発電所から半径約３０

環境試料中 生椎茸、小豆、馬鈴薯、 km以内の

の核種分析 梅、きゅうり、牛乳、め 陸上 ２３か所 １～１２回／年

ばる、さざえ、なまこ、 海上 ７か所

わかめ、あじ等

温排水影響調 水温、塩分等 毛島、馬立島、内浦湾湾口部 ６回／年

査（分布調査） 周辺海域 ２５定点
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令和２年度環境影響監視結果の概要

○年平均値は、例年と比較して大きな変動は認められ

なかった。

環 ○月別平均線量率は、年間を通じてほぼ同じレベルで

推移した。

＜年間平均値＞

境 大山 33 nGy/時 上杉 28 nGy/時

放射線測定所 吉坂 37 nGy/時 八津合 37 nGy/時

倉梯 49 nGy/時 上司 48 nGy/時

放 空間放射線空 塩汲 36 nGy/時 盛郷 49 nGy/時

気吸収線量率 岡安 38 nGy/時 島 35 nGy/時

地頭 39 nGy/時 日出 37 nGy/時

射 老富 43 nGy/時 本庄 36 nGy/時

・環境放射能 ○放射線測定所の結果とほぼ同程度で、大きな変動は

線 測定車 認められなかった。

・環境放射線 ＜環境放射能測定車＞ 21～38 nGy/時

調査車 ＜環境放射線調査車＞ 18～87 nGy/時

監

○セシウム－１３７等については、検出された試料が

あったが、例年と同程度で、過去の核実験等の影響

視 環 境 試 料 中 の 核 種 分 析 と考えられる。

○陸水、海水等のトリチウム濃度では異常は認められ

なかった。

○過去の結果と比較して特段の異常は認められなかっ

温排水影響調査（分布調査） た。

・令和２年４月に実施した調査において、高浜発電所

からの温排水の内浦湾内での拡散が認められた。

・令和２年６月、８月、１０月、１２月及び令和３年

２月に実施した調査においては、温排水の拡散は認

められなかった。
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